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【
新
年
の
ご
挨
拶
】 

会
員
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
お
気
持

ち
で
令
和
二
年
の
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
甚
大

な
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
角
田
市

と
し
て
は
、
住
家
の
床
上
床
下
浸
水
な

ど
で
千
五
百
戸
を
上
回
る
被
害
で
あ
り

先
ず
は
生
活
の
場
の
確
保
や
災
害
家
庭

ご
み
の
処
理
を
努
力
し
て
お
り
ま
す
。 

農
業
関
係
で
は
、
田
畑
の
冠
水
等
で

農
作
物
被
害
（
水
稲
・
大
豆
・
イ
チ
ゴ
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）
や
農
業
用
施
設
・
機

械
等
で
七
億
四
千
万
円
の
被
害
と
み
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
た
め
池
・
水
路
・

農
道
・
農
地
・
土
地
改
良
施
設
で
多
く

の
被
害
を
受
け
、
被
害
金
額
五
十
五
億

八
千
万
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

稲
わ
ら
の
処
理
に
つ
い
て
も
十
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
見
込
ま
れ
、
早
期
の
処
理

を
地
域
や
農
家
と
方
々
と
実
施
し
て
い

る     
     

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
年
の
営
農

に
で
き
る
だ
け
支
障
の
な
い
よ
う
に
、

国
や
県
・
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
、

農
道
・
水
路
等
の
復
旧
や
農
業
施
設
・

機
械
の
復
旧
の
支
援
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。 国

は
、
五
年
前
に
創
設
し
た
農
地
中

間
管
理
事
業
の
見
直
を
し
て
、
法
改
正

を
行
い
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
（
現
在
角
田

市
農
業
振
興
公
社
で
実
施
中
）
と
農
地

中
間
管
理
事
業
の
一
体
化
と
し
て
、
農

地
中
間
管
理
事
業
に
一
本
化
と
な
り
ま

し
た
。
農
地
バ
ン
ク
（
農
地
中
間
管
理

機
構
：
宮
城
県
の
場
合
は
、
み
や
ぎ
農

業
振
興
公
社
）
か
ら
の
業
務
委
託
受
け

て
、
市
公
社
が
農
地
の
貸
し
借
り
を
、

角
田
市
の
窓
口
と
し
て
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
の
契
約
満
了
ま
で
は
、
契
約

は
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
市
公

社
が
精
算
業
務
等
を
行
い
ま
す
が
契
約

満
了
後
に
は
、
農
地
バ
ン
ク
（
農
地
中

間
管
理
機
構
）
を
利
用
し
て
の
貸
し
借

り
を
お
願
い
し
ま
す
。（
※
詳
細
は
こ
の

号
で
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
益
々
の

ご
活
躍
、
そ
し
て
災
害
の
な
い
実
り
多

い
年
に
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

      
     

十
一
月
十
三
日
（
水
）、
角
田
市
農
業

青
色
申
告
会
（
面
川
義
明
会
長
）
と
角

田
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

と
共
催
で
農
業
青
色
申
告
会
の
会
員
ら

を
対
象
に
、
農
業
簿
記
操
作
研
修
会
を

公
社
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

研
修
会
に
は
午
前
、
午
後
を
合
わ
せ

て
十
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

農
業
簿
記
の
ソ
フ
ト
会
社
で
あ
る
ソ

リ
マ
チ
株
式
会
社
よ
り
講
師
を
お
招
き

し
て
、
今
回
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
な

り
ま
し
た
「
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
⒒
」

の
ソ
フ
ト
と
研
修
用
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
操
作
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

                

       

研
修
会
で
は
、
今
回
の
税
制
改
正
で

軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
き
ち
ん
と
ソ
フ
ト
が
消
費
税
率

を
計
算
す
る
た
め
の
設
定
方
法
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

長
時
間
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
席
し
た
会
員
は
講
師
の
先
生
に
質
問

す
る
な
ど
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

                        

ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記 

操
作
研
修
会
を
開
催 

農
業
振
興
公
社
だ
よ
り 

（
公
社
）
角
田
市
農
業
振
興
公
社 

〒
９
８
１
‐
１
５
０
５ 

 

宮
城
県
角
田
市
角
田
字
大
坊
四
一 

電 

話 

（
〇
二
二
四
）
六
三
‐
二
三
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
〇
二
二
四
）
六
一
‐
一
五
二
一 

U
R

L
 h

ttp
://w

w
w

.k
a
k
u

n
o
u

.o
r.jp

/   E
-m

a
il  k

a
k
u

d
a
@

k
a
k
u

n
o
u

.o
r.jp

 

◆ 発 行 ◆ 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

理事長 

大友喜助 
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  ～
目
黒
区
商
工
ま
つ
り
～ 

（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
） 

【
参
加
者
調
整
会
議
】 

今
年
も
目
黒
区
商
工
ま
つ
り
（
リ
バ

ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
に
参
加

す
る
こ
と
と
な
り
、
出
品
す
る
農
産
・

加
工
品
を
決
め
る
参
加
者
調
整
会
議
が

七
月
十
六
日
（
月
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
で
は
、
目
黒
区
商
工
ま
つ

り
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
農
家
の
皆

さ
ん
が
販
売
す
る
農
産
・
加
工
品
の
数

量
及
び
販
売
金
額
等
を
決
め
て
い
た
だ

く
会
議
で
す
。
今
年
は
五
名
の
方
が
商

工
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
と
な
り
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
出
店
場
所
が
屋
内
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
悪
天
候
と
暑
さ
へ
の
心

配
は
無
い
も
の
の
健
康
面
（
熱
中
症
等
）

に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨

を
お
願
い
し
、
会
議
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

【
イ
ベ
ン
ト
当
日
】 

七
月
二
十
七
日
（
土
）
、
二
十
八
日
（
日
）

開
催
の
目
黒
区
の
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て

商
工
ま
つ
り
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

産
直
コ
ー
ナ
ー
は
、
角
田
市
の
ほ
か
九

市
町
村
が
区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
で
各
ブ

ー
ス
を
設
け
、
農
産
物
、
加
工
品
等
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
は
屋
内
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
客
足
が
鈍
か
っ
た 

    も
の
の
順
調
な
売
り
上
げ
で
初
日
に
は

品
薄
状
態
と
な
り
、
二
日
目
で
農
産
物

に
つ
い
て
は
完
売
い
た
し
ま
し
た 

 

人
出
は
、
昨
年
度
以
上
と
い
う
開
催

者
側
の
報
告
で
し
た
。
角
田
市
の
農
産

物
に
つ
い
て
は
目
黒
区
の
皆
様
が
待
ち

望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今

後
も
よ
り
多
く
の
生
産
者
の
方
に
参
加

し
て
頂
け
る
よ
う
、
声
が
け
を
行
い
な

が
ら
消
費
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ 

                       

    

け
る
よ
う
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

～
目
黒
区
消
費
生
活
展
～ 

【
参
加
者
調
整
会
議
】
十
月
の
台
風
十
九

号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
出
店
す

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が

目
黒
区
の
職
員
が
角
田
市
に
災
害
派
遣

を
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
や
、
被
災
者

支
援
を
お
願
い
す
る
機
会
と
と
ら
え
て

参
加
す
る
こ
と
と
し
て
、
参
加
者
調
整

会
議
を
十
月
三
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
今
回
の
参

加
者
は
五
名
と
な
る
こ
と
や
、
品
目
や

数
量
な
ど
の
調
整
を
行
い
、
コ
メ
や
野

菜
な
ど
二
十
品
目
を
出
店
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

【
イ
ベ
ン
ト
当
日
】 

十
一
月
九
日
（
土
）
に
第
四
十
八
回

目
黒
区
消
費
生
活
展
の
販
売
イ
ベ
ン
ト

に
農
家
さ
ん
五
名
と
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
前
日
に
は
、
実
行
委
員

会
関
係
者
と
の
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、

こ
の
場
で
、
角
田
市
の
被
災
状
況
の
話

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
激
励
会
の
様
相

と
あ
い
な
り
ま
し
た
。 

販
売
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
天
候
も
良

く
朝
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
お
見
え
に

な
り
、
コ
メ
・
野
菜
等
を
陳
列
し
て
販

売
を
い
た
し
ま
し
た
。
野
菜
等
は
午
前

中
で
ほ
ぼ
売
り
切
れ
し
、
コ
メ
の
試
食

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
も
コ
メ
も
最
終

的
に
は
完
売
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 台

風
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
も
写
真

等
を
持
参
し
て
説
明
を
行
い
、
多
く
の

激
励
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
実
行
委
員
会
が
主
催

し
て
、
会
場
で
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、

角
田
市
へ
の
寄
付
を
募
る
こ
と
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
後
日
、
こ
の
実
行
委
員
会

か
ら
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
全
額
を
角

田
市
へ
寄
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す 

 

              

      

       

△販売の様子 

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
『
出
前
塾
』 

△研修会の様子 
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    ～
月
光
原
小
学
校
・
西
根
小
学
校
～ 

西
根
小
学
校
で
は
九
月
二
十
一
日

（
土
）
に
全
校
児
童
六
十
七
名
に
、
月

光
原
小
学
校
児
童
二
十
七
名
と
引
率
者

十
名
を
迎
え
、「
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
」
農

業
稲
刈
り
体
験
及
び
修
了
証
書
授
与
式

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
西
根
小
学

校
体
育
館
に
月
光
原
小
学
校
の
方
々
を

お
迎
え
し
て
稲
刈
り
は
じ
め
の
式
を
両

校
の
児
童
挨
拶
を
行
っ
て
か
ら
、
学
校

学
習
田
へ
移
動
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
鎌
を
使
っ
て
稲
刈
を
行
い
、
稲
刈
り

終
了
後
に
体
育
館
に
戻
っ
て
、
あ
ぶ
く

ま
農
学
校
副
校
長
（
角
田
市
教
育
長
）

か
ら
終
了
証
書
を
授
与
し
、
両
校
の
児

童
か
ら
の
感
想
発
表
を
行
い
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
月
光
原
小
学
校

児
童
等
は
、
西
根
小
学
校
と
交
流
会
（
コ

ン
サ
ー
ト
）
を
開
催
し
そ
の
日
は
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
に
一
泊
し
て
い
ま
す
。 

             

～
緑
ヶ
丘
小
学
校
・
北
郷
小
学
校
～ 

            
      

北
郷
小
学
校
で
は
、
十
月
三
日
（
木
）

五
年
生
二
十
五
名
で
、
農
業
稲
刈
り
体

験
を
及
び
修
了
証
書
授
与
式
に
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。
稲
刈
指
導
等
は
地
元

の
農
協
青
年
部
が
行
い
、
児
童
は
鎌
を

使
っ
て
稲
刈
を
行
い
、
い
っ
た
ん
き
れ

い
に
稲
束
を
ま
と
め
て
お
い
て
か
ら
、

コ
ン
バ
イ
ン
で
の
脱
穀
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
は
稲
刈
終
了
後
小
学
校
に

移
動
し
て
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
副
校
長

（
角
田
市
教
育
長
）
か
ら
終
了
証
書
を

授
与
し
、
児
童
か
ら
感
想
発
表
を
行
い

無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

～
下
目
黒
小
学
校
・
枝
野
小
学
校
～ 

枝
野
小
学
校
で
は
十
月
五
日
（
土
）

全
校
児
童
八
十
六
名
、
下
目
黒
小
学
校

児
童
関
係
者
三
十
五
名
お
迎
え
、
枝
野

小
学
校
北
側
の
十
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
で

農
業
稲
刈
り
体
験
を
及
び
修
了
証
書
授

与
式
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
午
前

中
に
全
員
で
稲
刈
り
を
し
て
、
稲
刈
終

了
後
小
学
校
体
育
館
に
移
動
し
全
員
で

お
に
ぎ
り
と
豚
汁
で
昼
食
を
と
り
、
枝

野
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
「
大
森
太
鼓
」

の
披
露
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
に
、
あ
ぶ
く
ま
農
学
校
副
校
長
（
角

田
市
教
育
長
）
か
ら
終
了
証
書
を
授
与

し
、
両
校
の
児
童
か
ら
の
感
想
発
表
を

行
い
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

下
目
黒
小
学
校
児
童
等
は
、
枝
野
小
学

校
児
童
（
希
望
者
）
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
で
交
流
会
を
開
催
し
、
そ
の
日
は
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
に
一
泊
し
て
い
ま
す
。 

                      

～
角
田
・
目
黒
絆
交
流
～ 

                        

目
黒
・
角
田
絆
交
流
で
は
、
十
月
五

日
（
土
）
に
、
目
黒
区
緑
ヶ
丘
小
学
校

有
志
（
児
童
六
名
・
保
護
者
十
三
名
）

が
、
農
業
稲
刈
り
体
験
を
及
び
修
了
証

書
授
与
式
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
北
郷
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
作

業
を
し
て
、
郷
土
資
料
館
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
方
々
と
の
対
面
式
と
あ
ぶ
く

ま
農
学
校
副
校
長
（
角
田
市
教
育
長
）

か
ら
終
了
証
書
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
一
泊
し
、

翌
日
は
刈
り
取
っ
た
籾
の
乾
燥
調
製
の

様
子
を
見
学
し
て
い
ま
す
。 

△修了証書授与式の様子 

東
京
都
目
黒
区
の 

小
学
生
が
稲
刈
り
を
体
験 
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あ
ぶ
く
ま
農
学
校
「
土
の
塾
」
が
八

月
二
十
二
日
（
木
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）

ま
で
の
三
泊
四
日
開
催
さ
れ
、
今
回
は
、

東
京
農
業
大
学
の
学
生
三
名
の
み
の
入

塾
と
な
り
ま
し
た
。
初
日
は
、
午
後
一

時
か
ら
開
校
式
を
開
催
し
、
あ
ぶ
く
ま

農
学
校
の
「
土
の
塾
」
塾
長
の
小
松
光

一
氏
か
ら
挨
拶
を
頂
い
た
あ
と
、
市
農

業
振
興
公
社
事
務
局
長
仙
石
利
幸
か
ら

「
角
田
市
の
農
業
に
つ
い
て
」
を
講
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
市
内
農
業
施
設
等
見
学
で
、

島
田
地
区
の
（
農
）
舘
島
田
生
産
組
合

の
小
野
組
合
長
か
ら
「
高
収
益
作
物
導

入
に
よ
る
持
続
可
能
は
法
人
経
営
を
目

指
し
て
」
と
題
し
て
、
法
人
と
し
て
今

ま
で
の
取
組
み
状
況
を
説
明
し
た
頂
き

農
業
用
施
設
（
米
の
乾
燥
調
製
施
設
・

ネ
ギ
の
出
荷
調
整
施
設
）
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
角
田
地
区

土
地
改
良
区
か
ら
の
説
明
で
、
新
坂
津

田
揚
水
機
場
と
江
尻
排
水
機
場
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。 

田
ん
ぼ
の
用
水
に
関
し
て
、
先
人
か

ら
の
取
組
み
や
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
感
慨
深
く
話
に
聞
き
入

っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
対
面
式
（
夕

食
を
兼
ね
て
）
を
行
い
、
そ
の
後
ホ
ス

ト
と
一
緒
に
帰
宅
し
三
日
間
の
農
家
実

習
に
入
り
ま
し
た
。 

～
カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
～ 

【
開
塾
式
及
び
講
話
の
様
子
】 

                   

【
市
内
見
学
～
舘
島
田
生
産
組
合
～
】 

               

【
市
内
見
学
～
揚
水
機
場
・
排
水
機
場
～
】 

                

【
農
家
実
習
】 

                   

【
百
姓
講
義
】 

                     

【
閉
塾
式
】 

              △農家実習の様子 

△塾生に３日間で感じたことなどを発
表して頂きました 

 
ホームステイ先の百姓先生からも一言
ずつ激励の言葉を頂きました ⇒ 

今
年
も
『
土
の
塾
』
開
催
！ 
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お
ら
ほ
の
美
酒
を
育
て
る
会
（
岸
浪

俊
一
会
長
）
及
び
角
田
市
が
主
催
し
、

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合
共
催
に
よ

る
第
八
回
「
か
く
だ
酒
ま
つ
り
」
が
、

八
月
二
十
四
日
晴
天
の
元
仙
南
シ
ン
ケ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
会
場
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

         

      

今
年
も
、
新
た
な
企
画
に
挑
戦
し
、

そ
の
一
つ
と
し
て
、
え
ん
こ
ろ
節
角
田

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
発
祥
の
地
角

田
で
え
ん
こ
ろ
節
を
披
露
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
市
内
外
か
ら
七
十
五
名
も

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞

者
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

優
勝 

佐
藤 

林
作 

様 

二
位 

柳
渕 

一
彦 

様 

三
位 

鈴
木 

初
夫 

様 

           

ま
た
、
今
年
は
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者

お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

空
く
じ
な
し
の
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し

よ
う
と
、
三
百
五
十
名
の
方
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。 

十
六
時
か
ら
、
大
友
角
田
市
長
の
開

会
の
挨
拶
の
も
と
、
利
き
酒
大
会
の
開

会
式
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

角
田
在
住
の
歌
手 

北
了
太
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
恋
し

て
仙
南
」
で
は
大
友
市
長
と
デ
ュ
エ
ッ

ト
し
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
喝
采
を
浴

び
ま
し
た
。 

             

利
き
酒
大
会
は
、
今
年
よ
り
日
本
酒

の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
喉
自
慢
八
十

二
名
が
参
加
し
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
今
年
は
審
査
委
員
に
北
了

太
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
飛
び
入
り
カ
ラ

オ
ケ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
の
ど
に
自
信
の
あ
る
強
者
十
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

             

最
後
に
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
利
き
酒

大
会
の
結
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
実
力
は
大

変
伯
仲
し
て
お
り
大
接
戦
で
し
た
。 

           

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。 

◎
カ
ラ
オ
ケ
の
部 

 

優
勝 

三
浦 

祐
一 

 

様 

二
位 

我
妻 

国
夫 

 

様 

三
位 

平
間 

美
代
子 

様 

◎
利
き
酒
大
会 

 

優
勝 

石
川 

孝 
  

様 

百
点 

 

二
位 

芦
名 

茂
夫 

様 

九
十
八
点 

三
位 

藤
野 

浩 
 

様 

九
十
六
点 

                      

み
な
さ
ん
、
角
田
の
酒
を
美
味
し
く
楽

し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

「
酒
は
天
の
美
禄
な
り
」 

で
も
飲
み
す
ぎ
に
は
十
分
ご
注
意

を
！
！ 

「
酒
は
百
薬
の
長
、
さ
れ
ど
万
病
の
元
」

今
年
も
、
酒
自
慢
が 

一
堂
に
会
し
ま
し
た 
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 お 知 ら せ  
 

農地中間管理事業の見直し法改正（令和元年 5 月 24 日公布）で、角田市農業振興公社で行って

いた農地利用集積円滑化事業（農地の貸し借り業務）は、令和 2 年 3 月 31 日で廃止となり、農地

中間管理事業に一体化されます。 

 

〇法改正での経過措置 

 ①農地利用集積円滑化事業での契約は期間満了までは、そのまま継続します。満了後に農地中間

管理事業へ切り替えをお願います。令和 2年 4月 1日（法施行日）以降は、農地集積円滑化事

業での新規契約（更新も）は出来なくなります。 

 

 ②農地利用集積円滑化事業での契約の期間満了までは、市公社で賃借料の変更や精算業務は継続

します。 

 

 ③令和 2年 4月 1日（法施行日）から 3年間の間に、農地利用集積円滑化事業での契約内容をそ

のままで、農地中間管理機構（みやぎ農業振興公社）に一括承継が可能となっています。（詳

細は未定です。） 

 

 

角田市農業振興公社は、農地中間管理機構（みやぎ農業振興公社）と業務委託契約をしてお

り、農地中間管理事業の角田市の窓口となっています。令和 2年 4月以降の農地の貸し借りは

農地中間管理事業で契約をすることとします。農地中間管理機構（みやぎ農業振興公社）では、

耕作者・地権者から賃借料の１％を手数料としてお願いしています。ご理解願います。 

 

 

 〇令和 2年 4月 1日（法施行日）後に農地中間管理事業の実施区域が拡大され、今までは、農業

振興地域内でしたが、角田市全域となります。 

 

 〇農地中間管理事業での契約では、契約期間は、10年以上となっています。 

 

〇農地中間管理事業での農地を借りるためには、（担い手として） 

  ①「人・農地プラン」計画の「今後の地域の中心としての経営体（中心経営体）」に搭載され

ていることが必要です。（担当:市農林振興課） 

  ②農地中間管理機構（みやぎ農業振興公社）の借受希望者として登録されていることが必要で

す。（担当：みやぎ農業振興公社 受託機関：角田市農業振興公社） 

 

 

公益社団法人角田市農業振興公社 ６３－２３２８  

 

△農業機械銀行会員の皆さん 


